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巡回展「ノーベル賞を受賞した日本の科学者」 実施報告書 

 

記入日：令和 4 年 3 月 9 日 

 

館名・団体名  愛知県江南市立西部中学校 

部署・担当者氏名  教諭 岩田 智文 

 

１．開催概要 

開催期間 

令和 4 年 2 月 7 日（ 月 ） ～ 令和 4 年 3 月 1 日（ 火 ） 

開催日数：    15 日（休館日を除いた日数をご記入ください） 

展示会場広さ （展示会場平面図があれば、別途添付してください） 

約      ㎡ 

開催の様子 （写真） ※頁数が増えてもかまいません 
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２．開催にあたって 

開催までのながれ （設営・撤去における対応スタッフ数） 

  令和４年 2 月 5 日 展示物搬入 

令和 4 年 2 月 5 日 ～ 令和 4 年 2 月 7 日 設営（3 人） 

令和４年 2 月 7 日 ～ 令和 4 年 3 月 1 日 開催 

令和 4 年 3 月 1 日 ～ 令和 4 年 3 月 7 日 撤去（7 人） 

令和 4 年 3 月 9 日   展示物搬出 

内容および運営上の工夫があればご記入ください 

・一箇所（一部屋）に納めるように展示した。 

・展示場所は、一方通行になるように展示した。 

・額装展示はイーゼルを併用して展示することで、カゴ台車を壁に寄せることができた。 

・入り口に「日本人ノーベル賞」の本を置き、校内の図書館とも連携を図った。 

・出口には、かはく VR の QR コードを掲示し、退室後も繋がれるように工夫した。 

展示物に対する来場者の反応はどうでしたか 

・授業の内容ともマッチするような内容には食い入るように見ていた。 

・ニュース等でも出てきた科学者もチェックしていた。 

・愛知県出身の科学者も多く居たので親近感が湧いているようであった。 

 

 

 

 

３．広報について 

広報方法（チラシ等のデータがあれば、別途添付してください） 

・校内の掲示板（教員間の連絡ツール）を使用して、全校生徒に周知 

・学校の HP にて、生徒が見ている様子を紹介 

・理科授業で詳しく紹介 

 

 

 

＊この報告書やチラシ、写真は国立科学博物館の web にて紹介させていただく予定です。  


